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校長朝礼講話

「知・徳・体」

おはようございます。

先週の運動会は、天気にも恵まれ、向中の勢いを存分に発揮できすばらしい

運動会にすることができました。生徒・先生・保護者・地域の方々、参加した

人たち全員の心に残るものになったと思います。それは、生徒全員が、競技種

目も演技種目にも真剣に全力を尽くす姿があったからだと確信しています。特

に３年生は、１・２年生の見本となる３年間の成長した姿がありました。「学

級の応援」や「みんなでジャンプ」はその良い例だと思います。また、「墨田

音頭」では、和太鼓部の生演奏とともに１年生に２・３年生や・先生・保護者

も加わり大きな輪になって踊る姿は、今の向中の良さの表れだと感じました。

さて、今日は「知・徳・体」というお話をします。「知」とは、日々の学習

に取り組み確かな学力を身につけること、「徳」とは、多くの生徒や先生と生

活する中で豊かな人間性を身につけること、「体」は身体を鍛え、心身ともに

健康になることだと考えています。「知」だけ、「徳」だけ、「体」だけを磨い

ても将来社会に貢献できる立派な大人になることはできません。この３つのこ

とは、互いに関連し合い、バランスが取れていることがとても大切です。中学

生時代は、大人になるための準備段階として不安定な時期ともいえます。日々

の学校生活での中で、少しずつ確実に学んでいくことが大切です。そう考える

と学校は、学力をつけるために勉強するだけの場所ではないといえるというこ

とがわかると思います。今回の運動会で取り組んだように、生徒や先生とのつ

ながりの中で、時にはぶつかり合い、悩み、考える、これは人間として成長す

るのにとても貴重な体験です。そして、本番で完全燃焼し、やり遂げたという

満足感や達成感を感じることも大切なことです。また、日々の練習の中で鍛え

た体力やあきらめずに頑張ろうとする精神力は、これからの学校生活に役立つ

ものになるでしょう。

実は、各教室の前に掲げてある本校の教育目標は、この「知・徳・体」から

できています。「知」は「自ら学び考え実行する生徒」に、「徳」は「互いに

協力し合い責任を持つ生徒」に、「体」は「身体を鍛え健康で心豊かな生徒」

です。将来、社会に貢献できる立派な大人になるために、また、変化の激しい

これからの社会を生きるために、毎日の授業、学校行事、委員会や部活動など

の取り組みを通して、その基礎となる「知・徳・体」をバランス良く確実に身

につけてほしいと思います。そのために先生方は労を惜しまず、協力、また指

導をしてくれると思います。今日から新たな気持ちでがんばってください。


